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資料1-1 サンゴ礁生態系保全行動計画2022-2030
における取組の進捗状況

環境省自然環境局 自然環境計画課
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サンゴ礁生態系保全行動計画2022-2030の概要 資料1-1
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【目標】

将来にわたり、サンゴ礁生態系が健全な状態で維持され、その恵みを享受できる自然と共生する社会の実

現を目指して、2030年度末において「サンゴ礁生態系保全に向け、広域かつ中長期的視点の取組と、地域

社会と結びついた取組の実践が加速されること」を目標とする。

【重点的に取り組むべき課題】

目標達成に向けて関係機関が協力して取り組むべき４つの重点課題を設定し、その課題ごとに目指すべき

姿と各活動主体が取り組む具体的な活動を記載している。

【活動主体】

国の機関：環境省、農林水産省、国土交通省

関係自治体：東京都、和歌山県、徳島県、愛媛県、高知県、長崎県、熊本県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県

学術機関：日本サンゴ礁学会

⚫ サンゴ礁生態系保全行動計画は、日本のサンゴ礁生態系を守るための具体的な行動を示すための
計画として、専門家、関係省庁、地方公共団体、日本サンゴ礁学会等の協力を得て、環境省が策
定している計画である。

⚫ 2010年4月に第1期の「サンゴ礁生態系保全行動計画」、2016年4月に第2期の「サンゴ礁生態系
保全行動計画2016-2020」、2022年3月には第3期となる現行の「サンゴ礁生態系保全行動計画
2022-2030」を策定した。 

重点課題２-１
陸域から過剰に流入す
る赤土等の土砂及び栄
養塩、化学物質等の負
荷への対策の推進

重点課題１
サンゴ群集に関する
科学的知見の充実と
継続的モニタリン
グ・管理の強化

重点課題２-２
サンゴ礁生態系に
おける持続可能な
ツーリズムの推進

重点課題２-３
地域の暮らしとサ
ンゴ礁生態系のつ
ながりの構築



サンゴ礁生態系保全行動計画2022-2030における取組の進捗状況

「サンゴ礁生態系保全行動計画2022-2030」の策定に参画した活動主体に対し、事務局より
進捗確認表を配布。同行動計画の4つの重点課題ごとに各機関の取組状況（具体的活動内容、
取組による効果等） を進捗確認表に記入いただいた。また、関連する取組を幅広く把握する
ことを目的に、行動計画に記載のない取組についても追記を依頼した。

【調査対象】
国 の 機 関：環境省、農林水産省、 国土交通省
関係自治体：東京都、和歌山県、徳島県、愛媛県、高知県、長崎県、熊本県、宮崎県、

鹿児島県、沖縄県
学 術 機 関：日本サンゴ礁学会

【調査対象期間】令和7年度の取組 ※2026年2月時点

情報収集方法
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⚫ 現行動計画で掲げられているすべての取組に関して進捗報告が得られた。一部の取組につ
いては、未実施もしくはすでに事業が終了したとの報告があった。

⚫ 行動計画に記載されていない取組について、令和4～6年度に新規追加の取組27件について
引き続き報告があった（一部の取組については未実施）。なお、令和７年度に新規追加は
無かった。

※詳細は「資料1-1別紙 サンゴ礁生態系保全行動計画 2022-2030における取組の進捗状況(重点課題毎の取組一覧)」参照

結 果
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取組の進捗状況（環境省）
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⚫ 行動計画記載の取組25件（重点課題１：15件、重点課題2-1：4件、重点課題2-2：3件、重点課題2-3：
3件）の報告があった。

No. 行動計画記載の取組 活動内容 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題１：サンゴ群集に関する科学的知見の充実と継続的モニタリング・管理の強化」に関連する取組

○サンゴ群集及びその保全・再生に関する科学的知見の充実

1.2

石西礁湖において、気候変
動により大規模な白化現象
が発生することを前提として、
大規模攪乱が発生しても有
効性を失わないサンゴ群集
修復事業を目指し、サンゴの
幼生の供給拠点となる海域
にサンゴ群集を再生するた
めの手法の確立を進める。

将来的なサン
ゴ幼生供給拠
点の整備と、
サンゴ場の回
復を促す手法
を検討するも
の。2025年か
ら本格的な修
復事業の実施
を目指す。

R6

①サンゴ群集の修復のため、有性生殖法によりサンゴ
の種苗を生産し、高水温の影響を受けにくい海域に配
置することで、将来的なサンゴ幼生供給拠点を整備する。
②サンゴ場から藻場へ遷移した海域について、海藻を
除去してサンゴ場を回復させる試験を行っている。
③2020年試験計画を策定し、５カ年かけて手法の検討・
試行を実施しているところ。

各種手法の試験
結果の蓄積と検
討を継続中

環境省（沖
縄奄美NCO、
計画課再生
L）協働先：
八重山漁業
協同組合

R7
①同上
③2026年3月に事業実施計画を策定し、2026～2031年
の５年間で本格的に修復事業を実施予定。

効果的な再生手
法構築のための
検討を継続中

同上

○継続的モニタリング・管理の強化

1.3

モニタリングサイト1000事業
において引き続き海域生態
系の調査を実施。 ※2021
年度時点、サンゴ礁25サイト、
沿岸域165サイト、砂浜（ウミ
ガメ）33サイト、小島嶼（海
鳥）30サイト

サンゴ礁、沿
岸域、、砂浜
（ウミガメ）、小
島嶼（海鳥）に
関する定量的
な長期モニタ
リング

R6
サンゴ礁23サイト、沿岸域（磯・干潟・アマモ場・藻場)26
サイト、砂浜（ウミガメ）32サイト、小島嶼（海鳥）13サイト
においてモニタリング調査を実施。

継続的なモニタリ
ングによる、長期
的な基礎的環境
情報の収集

環境省（多
様性セン
ター）

R7 同上。ただし、小島嶼（海鳥）は６サイト。 同上 同上

1.4

モニタリングサイト1000事業
のサンゴ礁調査において把
握情報（サンゴ群集以外の
生物情報、底質状況など）の
充実を図るとともに、海域に
係る他の生態系調査との更
なる連携を進める。

効率的なサン
ゴ礁調査の実
施による把握
情報の充実

R6

・「サンゴ礁調査」と「藻場等他の海域関係生態系調査」
の間で、今後連携が必要な/可能な調査項目等の整理。
・令和6年度中に公表予定の「モニタリングサイト 1000 
沿岸域調査 磯・干潟・アマモ場・藻場 2008-2022 年
度とりまとめ報告書」では、伊豆下田サイト及び薩摩長
島サイトにおけるサンゴ群集の状況を記載

－
環境省（多
様性セン
ター）

R7

・令和７年度サンゴ礁調査において、底質中懸濁物質
含有量の観測の調査手法の整理、調査マニュアル改訂。
・令和７年度中に公表予定の「2025年度 モニ1000 ア

マモ場・藻場 調査報告書」では、伊豆下田サイト及び
薩摩長島サイトにおけるサンゴ群集の状況を記載。

－ 同上
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取組の進捗状況（環境省）
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No. 行動計画記載の取組 活動内容 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題１：サンゴ群集に関する科学的知見の充実と継続的モニタリング・管理の強化」に関連する取組

○継続的モニタリング・管理の強化

1.5

石西礁湖において、サ
ンゴ群集の構成の変化
等を詳細に把握するた
めのモニタリングを引き
続き実施する。（2021年
度現在、サンゴ群集31
地点、海洋観測１地点）

石西礁湖サン
ゴ群集モニタ
リング調査の
継続実施によ
る的確な状況
把握と基礎情
報の蓄積

R6

調査定点31地点において経年変化を把握するコドラート調
査、サンゴ幼生の定着量調査、１年生稚サンゴの加入量調
査、クシハダミドリイシの個体群構造調査、サンゴ種別の白
化調査、スポットチェック法による白化調査、魚類調査などを
実施。また、定点１地点において海洋観測モニタリングブイを
設置して、水温、塩分、クロロフィル、濁度、流向、流速、波
高を継続計測。

的確な状況把握
がなされ、基礎情
報が蓄積された

環境省（沖
縄奄美NCO）

R7 同上 同上 同上

1.6

ウミガメの産卵地となっ
ている砂浜における、海
岸清掃、産卵のモニタリ
ング・監視活動を実施す
る。

国立公園内の
砂浜における、
海岸清掃、産
卵のモニタリン
グ、監視活動

R6

マリンワーカー事業の実施（国立・国定公園の海域適正管理
強化事業）：6国立公園においてウミガメの産卵地となってい
る砂浜における海岸清掃／産卵のモニタリング・監視・普及
啓発等を地域住民とともに実施

ウミガメ及び海岸
景観の保全。砂
浜の美化、地域
住民の意識の向
上に繋がった.。

環境省（国
立公園課）
協働先：地
域住民

R7 同上 同上 同上

1.7

各地のサンゴ礁生態系
の現状把握とモニタリン
グを進め、行政・各研究
機関等が連携して保全・
管理を進める。

・モニタリング
サイト1000事
業における海
域生態系のモ
ニタリング
・慶良間諸島
国立公園にお
ける関係者間
の連携・情報
共有

R6

・モニタリングサイト1000事業において、令和５年度は、海域
生態系（サンゴ礁、沿岸域（藻場・干潟等)、砂浜（ウミガメ）、
小島嶼（海鳥））のモニタリング調査を実施。
・慶良間諸島国立公園において、サンゴ礁モニタリング調査
を実施し、毎年関係行政機関やマリンレジャー事業者、漁業
関係者、観光協会が実施する保全活動の状況を共有する情
報連絡会を実施している。

関係者間の活動
やモニタリング結
果の情報の共有
ができた

環境省（多
様性セン
ター、沖縄奄
美NCO、計
画課海洋L）

R7 ・同上 同上 同上

1.8

サンゴ礁生態系とその
保全状況に関する情報
を一元化し、保全を推進
する。

保全活動の状
況のとりまとめ
とフォローアッ
プ

R6
サンゴ礁生態系保全行動計画2022-2030フォローアップ会議
に際し、各取組主体の令和6年度の取組状況をとりまとめた。
評価指標を策定した。

関係団体との情
報共有が図られ
た。

環境省（計
画課海洋L）

R7
サンゴ礁生態系保全行動計画2022-2030フォローアップ会議
に際し、各取組主体の令和7年度の取組状況をとりまとめた。
また、中間評価に向けて情報収集等を行った。

同上 同上
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取組の進捗状況（環境省）
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No. 行動計画記載の取組 活動内容 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題１：サンゴ群集に関する科学的知見の充実と継続的モニタリング・管理の強化」に関連する取組

○継続的モニタリング・管理の強化

1.9

国際サンゴ礁研究・モニタリ
ングセンターにおいて、デー
タの提供や施設・備品等の貸
与により、サンゴ礁の保全に
関する調査研究を支援する。

情報や施
設の提供
による調
査研究の
支援

R6
調査研究をはじめ学術的な使途を目的とした申請に対し、規程に基づ
き、石西礁湖サンゴ群集モニタリング調査の結果や図表等を提供した。

石西礁湖のサン
ゴ礁保全に関す
る10件程度の調
査研究に貢献

環境省
（沖縄奄
美NCO）

R7 同上 同上 同上

○情報共有の推進

1.10

関係省庁及び自治体が優良
事例の情報や課題等を共有
することを目的としたワーク
ショップを、原則として年１回、
関係都県の協力を得ながら
サンゴ群集が分布する地域
において開催する。

フォロー
アップ会
議の開催

R6
サンゴ礁生態系保全行動計画2022-2030フォローアップ会議をオンラ
インで開催し、取組主体間の情報共有を行うとともに、市町村とも連絡
がとれるようにした。

関係団体との情
報共有が図られ
た。

環境省
（計画課
海洋L）

R7
サンゴ礁生態系保全行動計画2022-2030フォローアップ会議をオンラ
インで開催し、取組主体間の情報共有を行うとともに、自治体担当者
向けサンゴWeb講習会を実施した。

同上 同上

1.11

各地域で重点課題に対処す
る際の参考事例となるよう、
地域が主体となって取り組む
サンゴ礁生態系保全の推進
体制を構築するためのモデ
ル事業を実施する。

－

R6 モデル事業実施に向けた情報収集・調整を行った。 －
環境省
（計画課
海洋L）

R7 モデル事業実施地を選定し、現地打合せ等の必要な調整を行った。 － 同上

1.12

我が国のサンゴ礁生態系等
に関する研究や保全、持続
可能な利用に向けた地域で
の合意形成や協働に資する
優良事例等について情報収
集・整理・発信を行うとともに、
必要な体制の強化を行う。

サンゴ礁
生態系等
にかかる
各種情報
の収集・
整理・発
信の推進

R6

①石西礁湖自然再生協議会やそのメーリングリスト、国際サンゴ礁研
究・モニタリングセンターホームページ等において、環境省や関係行
政機関、各種団体、有識者等が行っている調査・保全活動・持続可能
な社会形成活動等の情報を発信し、各種取組の連携や協力を推進
②国際サンゴ礁研究・モニタリングセンターにてサンゴ礁に関する調
査や保全事業の報告書及び書籍等を収集し、閲覧室に保管・データ
ベース化を実施
③刊行物「Lagoon」の発刊を通して、国際サンゴ礁研究・モニタリング
センターが実施するサンゴ保全の取組等を周知
④ＪＩＣＡ等海外のサンゴ礁生態系保全に関する行政研修の受け入れ
を通じた情報発信

収集、整理、発
信されたサンゴ
礁生態系等に関
する情報を活用
して、サンゴ保
全に資する研究、
普及啓発、その
他様々な取り組
みが行われてい
る。

環境省
（沖縄奄
美NCO、
海洋L）

R7 同上 同上 同上
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取組の進捗状況（環境省）
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No. 行動計画記載の取組 活動内容 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題１：サンゴ群集に関する科学的知見の充実と継続的モニタリング・管理の強化」に関連する取組

○情報共有の推進

1.13

・国際サンゴ礁研究・モ
ニタリングセンターにお
いて、サンゴ礁の価値
や重要性、保全の必要
性を訴えるため、展示
や普及啓発イベントの
開催、ウェブサイト、オ
ンラインコミュニケーショ
ンツール等を活用した
多言語による情報発信
を行う。

展示やイベ
ントの主催
及び開催協
力、ウェブサ
イト等による
多言語対応
を含む情報
発信

R6

・国際サンゴ礁研究・モニタリングセンターに置いてあるデジタ
ルサイネージで八重山のサンゴ礁や白化の状況、環境省事業
などの映像を流し、来館者にサンゴ礁の重要性などを理解して
もらいやすくする取組を行った。
・JICA研修等には複数回対応しており、現地で10件（令和７年
１月末現在）の受入れを行って保全行動の取組の紹介や情報
発信、意見交換を行った。

サンゴや海洋環
境を保全すること
の重要性や日本
での取組につい
て、国内外の参加
者に理解を深め
ていただくことが
できた。

環境省（沖
縄奄美NCO）

R7

・国際サンゴ礁研究・モニタリングセンターでは今年開館から25
周年を迎え、記念イベントとして館内の展示を見ながら参加し
てもらうクイズラリーを実施した。イベントへの参加によりサンゴ
について詳しく知ることができ、来館者にサンゴ礁の重要性な
どを理解してもらいやすくする取組を行った。
・JICA研修等には複数回対応しており、現地で12件（令和８年
２月末現在）の受入れを行って保全行動の取組の紹介や情報
発信、意見交換を行った。

同上 同上

1.14

石西礁湖自然再生協議
会の学術調査部会にお
いて、各種モニタリング
調査等のデータを用い
た解析等を行い、分か
りやすい形で提供する
ことにより、協議会に参
加する各主体の取組を
支援するとともに、市民
等に対して情報発信を
行う。

石西礁湖に
関する調査
や研究の結
果の可視化
や平易な表
現への置換
による普及
啓発の推進

R6

石西礁湖自然再生協議会では、沖縄奄美NCOで実施している
サンゴ群集モニタリング調査についても一般市民に分かりやす
く理解してもらうため、今年度に学術調査部会作業チームにお
いて過去のデータ解析について検討した。次年度についても引
き続き検討を行う予定。

市民や漁業者に、
石西礁湖のサン
ゴがどのような状
況かの理解促進
を促した。

環境省（沖
縄奄美NCO）

R7

石西礁湖自然再生協議会では、沖縄奄美NCOで実施している
サンゴ群集モニタリング調査についても一般市民に分かりやす
く理解してもらうため、今年度に学術調査部会作業チームにお
いて過去のデータ解析及びローデータの公開について検討し
た。次年度についても引き続き検討を行う予定。

－ 同上
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No. 行動計画記載の取組 活動内容 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題１：サンゴ群集に関する科学的知見の充実と継続的モニタリング・管理の強化」に関連する取組

○情報共有の推進

1.15

・国際サンゴ礁イニシア
ティブや国際熱帯海洋生
態系管理シンポジウムへ
の参加を通じて、引き続き
国際的なサンゴ礁生態系
保全の推進に貢献すると
ともに、地球規模サンゴ礁
モニタリングネットワーク
（GCRMN）東アジアワーク
ショップの開催等を通じて、
関係諸国とサンゴ礁生態
系の保全に関する情報の
共有を実施する。

国際会議への参加
によるサンゴ礁生態
系保全に係る情報
の収集と日本の取
組の発信。

R6

・地球規模サンゴ礁モニタリングネットワーク
（GCRMN）の東アジア地域ワークショップを開催し、
各国のモニタリングに係る能力開発支援やモニタ
リングデータの管理手法等について検討した。

国際的なサンゴ
礁生態系保全の
推進に貢献し、関
係諸国とサンゴ礁
生態系の保全に
関する情報共有
ができた。

環境省（計
画課海洋L）

R7

・ICRI総会へ参加予定であったが、会議の開催が
翌年度に延期された。
・地球規模サンゴ礁モニタリングネットワーク
（GCRMN）の東アジア地域ワークショップを開催し、
各国のモニタリングに係る能力開発支援やモニタ
リングデータの管理手法等について検討した。
・GCRMN東アジア地域報告書の公表に向け作成
作業を進めた。

同上 同上

1.16

・ミクロネシア地域におけ
る拠点としてわが国が設
立を支援したパラオ国際
サンゴ礁センターの研究、
教育機能等の推進に協力
する。

パラオ国際サンゴ礁
センターとの連携

R6

・R6年３月にパラオ国際サンゴ礁センター（PICRC）
スタッフを石垣島に招聘し、環境省職員・自治体職
員・専門家との意見交換会を実施。今後は次世代
の教育、普及啓発を重点分野として協力する方向
となった。
・R6年10月にはGCRMN東アジア地域ワークショッ
プがパラオで開催され、国際サンゴ礁研究・モニタ
リングセンター職員が参加。３月に石垣島に招聘し
たPICRCのCEOと再度交流を行った。

－
環境省（沖
縄奄美NCO）

R7
具体的な活動を実施しなかった。次年度以降に次
世代の教育、普及啓発の重点分野について協力
していきたい。

－ 同上
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No.
行動計画記載の

取組
活動内容 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○土壌流出防止に向けた取組

総合的な対策

2.2

a) 自然再生事業
沖縄県、高知県
及び徳島県のサ
ンゴ礁及びサン
ゴ群集が分布し
ている地域での
自然再生事業の
実施にあたって
は、赤土流出対
策や土砂発生源
対策等の陸域か
ら流入する負荷
への対策の情報
共有も実施し、関
係者間での連携
を促進し、取組を
推進する。

①沖縄県：
石西礁湖自然再
生協議会におけ
る取組活動

②高知県：
竜串自然再生事
業の実施

③徳島県：
竹ヶ島自然再生
協議会の開催
徳島県、海陽町
による調査・実験

R6

①継続的に石西礁湖のサンゴ群集モニタリングを実施
している。令和２年度に策定した計画を踏まえ、サンゴ
群集修復事業の実証試験を開始した。試験的に幼生
採取装置により採卵し、サンゴを着生させた着床具を
架台に乗せ海域に設置する。令和５年度に陸と海のつ
ながりWGが立上がり、栄養塩等の対策について具体
的取組の提案を行っている。
②協議会への参画
・サンゴの生息状況モニタリング、定点写真撮影、
SPSS、水温計測
・オニヒトデ駆除の実施
・次世代の担い手育成のためのイベントの実施
③徳島県によるサンゴの移植、移植サンゴのモニタリン
グ調査、海陽町によるエダミドリイシの採卵・育成実験、
NPOによるリーフチェック等が行われている。また、町
内の小学校（３校）で環境学習を実施している。
年に１度協議会を開催し、調査・実験結果の報告等の
情報共有が行われている。
定点観測によるサンゴ分布調査。

①サンゴ群集修
復試験及びモニ
タリングを実施
②モニタリングに
よる生育状況等
の把握、オニヒト
デ駆除、普及啓
発
③エダミドリイシ
の育成環境の確
認、採卵・育成実
験により作成し
た有性生殖種苗
を小学生が移植

環境省（計画課再
生L）
①石西礁湖自然
再生協議会委員
②竜串観光振興
会、土佐清水市、
高知県ほか
③徳島県、海陽町、
NPO、漁協、徳島
県竹ヶ島自然再生
協議会委員

R7

①継続的に石西礁湖のサンゴ群集モニタリングにおい
て、栄養塩類の調査を実施している。また「石西礁湖自
然再生全体構想行動計画2024-2028」の重点項目の一
つとして陸域負荷の低減を掲げており、生活排水や家
畜糞尿等によるサンゴ礁への影響を軽減するため、関
係機関と連携しながら対策に取り組んでいる。
②同上
③同上

同上

環境省（沖縄奄美
NCO、計画課再生
L）
①②③は同上

資料1-1



取組の進捗状況（環境省）

10

No. 行動計画記載の取組 活動内容 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○栄養塩類・化学物質流出防止に向けた取組

事業排水規制による対策

2.16

C) 水質汚濁防止法に基づく排水規制
窒素及びリンの排水規制：閉鎖性が高く
富栄養化の恐れのある海域として、おも
なサンゴ礁域である琉球諸島の金武湾
や奄美群島の焼内湾等の海域を含む
全国で88か所の閉鎖性海域※46を対象
に、全窒素、全りんの排水規制を実施し
ている。

水質汚濁防止
法の運用

R6

閉鎖性が高く富栄養化の恐れのある海
域として、おもなサンゴ礁域である琉球
諸島の金武湾や奄美群島の焼内湾等の
海域を含む全国で88 か所の閉鎖性海
域を対象に、全窒素、全りんの排水規制
を水質汚濁防止法に基づき実施した。

海域中の窒素、りんの
量が削減された。

環境省
（閉海室）

R7 同上 同上 同上

2.17

C) 水質汚濁防止法に基づく排水規制
閉鎖性海域における暫定排水基準の見
直しの検討：全国の閉鎖性海域におい
て、直ちに一般排水基準を達成すること
が困難であった畜産農業等の特定の業
種を対象に、５年期限の暫定排水基準
が設定されている。2021年現在、窒素に
ついて５業種、リンについて１業種の事
業場に対する暫定排水基準が設定され
ている。今後、2023年に期限を迎える暫
定排水基準の見直しの検討を行う。

窒素・りん暫定
排水基準適用
事業場調査等
の実施

R6 報告なし ※排水基準改正はR5に完了 －

R7

窒素・りんの暫定排水基準が適用されて
いる事業場の実態調査を実施。
実態調査の結果を踏まえ、各業種の一
般排水基準達成に向けた取組等につい
て技術的助言を得るとともに、基準値の
見直しに向けた具体的な検討を行うこと
を目的として「工業分野暫定排水基準見
直し検討会」と「畜産分野暫定排水基準
見直し検討会」を設置し、検討を実施。

暫定排水基準が適用さ
れている事業場の実態
把握
暫定排水基準見直しの
方向性の検討

環境省
（海域室）

生活排水等の処理

2.23

i) 浄化槽整備事業
廃棄物処理施設整備計画（H30年閣議
決定）に基づき、浄化槽整備区域内の
浄化槽人口普及率（2020年度末時点
57.3％）を2022年度までに70％とするこ
とを目標に、事業を行っており、2022年
度以降も浄化槽整備区域内の浄化槽
人口普及率の向上のため、引き続き浄
化槽の整備を推進する。

循環型社会形
成推進交付金に
より個人または
地方公共団体
が設置した浄化
槽について助成
を行い、汚水処
理人口普及率
の増加を目指す

R6

政府目標であるR８年度の汚水処理施
設整備の概成を目指し、改正浄化槽法
（R２年４月施行）に基づき、合併処理浄
化槽の整備を加速化するとともに改正浄
化槽法に基づく公共浄化槽制度を活用
した管理向上のための支援をしていく。

未処理のまま公共用水
域に流出する生活排水
を減らすことができた。
2023年度末時点の浄化
槽整備区域内の浄化槽
人口普及率は61.4％

環境省
（再生循
環局）

R7 同上
2024年度末時点の浄化
槽整備区域内の浄化槽
人口普及率は62.5％

同上
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No. 行動計画記載の取組 活動内容 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－２：サンゴ礁生態系における持続可能なツーリズムの推進」に関連する取組

○持続可能なツーリズムに向けた取組

3.3

a) 普及啓発事業
慶良間諸島国立公園にお
いて、ビジターセンターや
フェリー・高速船内等で、サ
ンゴ礁に配慮した利用の
ルール・マナーなどを多言
語で発信する。また、国立
公園オフィシャルパート
ナーと連携して持続可能な
ツーリズムに関する情報発
信を実施する。

持続可能
な観光の
ための普
及啓発・
情報発信

R6

・ビジターセンターやフェリー・高速船内等で、サンゴ礁に配慮し
た利用のルール・マナーなどを動画等の媒体により多言語で発
信したほか、島内の案内標識、解説標識、公共施設（ビジターセ
ンター、港待合所、観光案内所等）及び公共交通機関（フェリー・
高速船・バス内）に掲示・貼付を行ったQRコード付きチラシ等によ
り、利用のルール・マナーを含む慶良間諸島国立公園の見どころ
やアクティビティを日本語・英語（一部、中国語（簡体字、繁体字）、
韓国語も追加）で紹介するオンラインガイドブック「慶良間諸島国
立公園Guidebook」へのアクセスを促した。

訪日外国人を含む
来訪者のルール・マ
ナーが一層向上する
ことが期待される

環境省
（沖縄奄
美NCO、
国立公
園課）

R7 同上 同上 同上

3.9

c）サンゴ礁生態系における
エコツーリズムの推進
国立公園等において、自然
観光資源を活用した地域活
性化を推進するため、魅力
あるエコツアープログラム
の開発、ガイド等の人材育
成等の地域のエコツーリズ
ムの活動を支援する。

生物多様
性保全推
進交付金
による補
助

R6
自然観光資源を活用した地域活性化を推進するため、魅力ある
エコツアープログラムの開発、ガイド等の人材育成などの地域の
エコツーリズムの活動を支援した。

自然観光資源を活
用した地域活性化を
推進

環境省
（国立公
園課）

R7 同上 同上 同上

3.10

慶良間諸島国立公園にお
いて、持続可能なツーリズ
ムを推進するためのガイド
の人材育成を行う。また、イ
ンターネットを活用し、動画
配信やオンラインガイドブッ
クにより持続可能なツーリ
ズムに関する情報を発信す
る。

持続可能
な観光の
ため人材
育成、コ
ンテンツ
改善等

R6

・慶良間諸島国立公園が令和6年3月5日に指定から10周年の節
目を迎える機会も活用し、地域内のマリンレジャー事業者等の関
係者と共に、本地域や全国の先進地域におけるエコツーリズム
の取組について理解を深める勉強会を開催した。
・【3.3の具体的活動はこの取組にも該当】

・本地域のマリンレ
ジャー事業者等が、
持続可能なツーリズ
ムの推進について理
解を深めた。

環境省
（沖縄奄
美NCO）

R7

・自治体職員や遊泳ビーチの監視を実施しているライブガードに
対して、海域を含む、国立公園の規制等についての勉強会を開
催した。
・【3.3の具体的活動はこの取組にも該当】

・自治体職員やライ
フガード等の地域関
係者が国立公園に
ついて理解を深めた。

同上
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No. 行動計画記載の取組 活動内容 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－３：地域の暮らしとサンゴ礁生態系のつながりの構築」における取組

○基礎的な取組

4.4
b) 普及啓発事業
ウェブサイト「里海ネット」等を通じた情報
発信による里海づくり活動の支援を行う。

里海づくり活動
の実施状況調
査及び「里海
ネット」等を通じ
た情報発信に
よる里海づくり
活動の支援

R6
「里海ネット」を通じた情報発信を行うこと
で、里海づくり活動を支援した。

地域における環境の
保全と、資源の利活
用、またそれらの好循
環を支援する「里海モ
デル事業」を実施した。

環境省
（閉海室）

R7 同上

地域における環境の
保全と、資源の利活
用、またそれらの好循
環に向けた多様な主
体の連携を支援する
戦略的「令和の里海
づくり」基盤構築支援
事業を実施した。

同上

○つながりの継承に向けた取組

4.10

a) 学校教育との連携
石垣島において、小中学校の「総合的な
学習の時間」等と連携したサンゴ学習を
実施することで、児童生徒がサンゴ礁生
態系やそれに根ざした地域の歴史文化、
産業について関心を深め、それらを大切
に思う気持ちを育み、生物多様性及び自
然環境保全への関心を高めるとともに、
効率的な学びにつながるよう、学習効果
の測定・検証を実施する。また、高等学校
生への学習機会の創出についても、学校
や自治体、教育関係者等と協力して検
討・調整を進める。

小中学校にお
ける授業として
のサンゴ学習
の実施、自然
体験活動の開
催、高校生へ
の学習機会の
創出に向けた
関係者との連
携強化

R6

①石垣島内の小中学校を対象に「総合
的な学習の時間」の授業枠で座学およ
び野外での観察会など体験学習を行うと
ともにその学習効果を測定・検証した。
学習前よりもサンゴ礁生態系や海洋環
境への理解が深まったことが確認された。
②小中学校に周知等の協力を得て石垣
島北部地域を中心に五感を使う自然体
験プログラムを実施した。

自然体験プログラムと
併せ、学校や保護者
らから継続実施の要
望が寄せられた。また、
これまでの活動により
石垣市でも大規模校
を対象としたサンゴ学
習を実施するなど波
及効果がみられた。

環境省
（沖縄奄
美NCO）

R7

①竹富町内の小中学校を対象に「総合
的な学習の時間」の授業枠で座学およ
び野外での観察会など体験学習を行うと
ともにその学習効果を測定・検証した。
学習前よりもサンゴ礁生態系や海洋環
境への理解が深まったことが確認された。
②同上

同上 同上
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取組の進捗状況（環境省）
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No. 行動計画記載の取組 活動内容 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－３：地域の暮らしとサンゴ礁生態系のつながりの構築」における取組

○つながりの継承に向けた取組

4.15

f) 石西礁湖自然再生協議会
石西礁湖自然再生協議会が、
八重山地域のサンゴ礁生態
系保全のためのプラット
フォーム機能を果たすよう、
科学的なデータに基づき、石
西礁湖等のサンゴ礁生態系
を保全・再生し、地域の生活
の活性化につなげるため、
行政、観光事業者、漁業者、
研究者など多様な関係者の
主体横断的な議論と協働を
推進する。

石西礁湖自然再
生協議会の開催

R6

石西礁湖自然再生協議会と３部会（海域・陸
域対策部会、普及啓発・適正利用部会、学術
調査部会(作業チームを含む)）を開催した。令
和５年度に石西礁湖自然再生全体構想行動
計画の改訂を行い、令和６年度は新計画で定
めた３つの重点項目について特に議論を行っ
た。

地元自治体である石
垣市により「サンゴ保
全庁内連携チーム」が
立上がり、サンゴ保全
の具体的施策が進み
始めている。石西礁湖
自然再生協議会として、
庁内連携チームに対
して具体的対策や科
学的根拠の提供等を
行っている。

環境省
（沖縄奄
美NCO、
計画課再
生L）

R7

石西礁湖自然再生協議会と３部会（海域・陸
域対策部会、普及啓発・適正利用部会、学術
調査部会(作業チームを含む)）を開催した。参
加委員数が年々増え、それぞれの取組に関
する情報交換・連携の場としてますます重要
な機能を果たしている。

石西礁湖自然再生協
議会をきっかけとした
委員間のつながりも生
まれており、サンゴ礁
保全に向けて連携して
いく様子が見られた。

同上
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取組の進捗状況（農林水産省）
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⚫ 行動計画記載の取組5件（重点課題2-1：4件、重点課題2-3：1件）の報告があった。

No. 行動計記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○土壌流出防止に向けた取組

農地からの流出対策

2.8

e) 水質保全対策事業
水質保全対策事業：
・水資源の総合的な保全に資
することを目的とし、農業用用
排水施設から公共用水域へ
排出される排水の水質浄化を
図り、農村地域の環境保全及
び農業利水に適切に対処す
るとともに、農地（休耕田）や
水生生物が有する自然浄化
機能の活用、接触酸化水路、
曝気施設等の水質浄化施設
の整備を実施する。

水質保全整備事業

R6

海域の環境保全のために、農業用用排水
施設内の水質浄化を図る必要がある際に
は、自然浄化機能の活用、接触酸化水路、
曝気施設等の浄化水路等の整備を図る
※2024(R6）年度は実施地区なし

-

農林水産
省
※県・地方
公共団体
が事業の
実施主体

R7

同上
※2025(R7）年度は実施地区なし
※本事業は、県・地方公共団体からの申請
に基づき実施しており、R4～R7は要望なし

- 同上

2.9

e) 水質保全対策事業
耕土流出防止施設整備：
・侵食を受けやすい土壌が広
範に分布している沖縄県及び
奄美群島において、農用地及
びその周辺の土壌の流出を
防止し、農村地域の環境保全
に資することを目的として、承
水路や沈砂池等の整備、勾
配抑制、法面保護、土層改良、
暗渠排水、既存施設の軽微な
変更等を実施する。

耕土流失防止施設
の整備

R6

農用地及びその周辺の土壌の流出を防止
するため、農地等の発生源対策として承水
路、沈砂池等の整備や、勾配抑制、グリー
ンベルト等の植生保護を実施。
※2024(R6）年度は沖縄県で8地区で実施

2024(R6)年度に沖
縄県で1地区が完
了

農林水産
省
※県・地方
公共団体
が事業の
実施主体

R7
同上
※2025(R7）年度は沖縄県で9地区で実施

2025（R7）年度に
おいては完了地
区は無し

同上
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取組の進捗状況（農林水産省）
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No. 行動計記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○土壌流出防止に向けた取組

農地からの流出対策

2.10

f) 多面的機能支払交付金（う
ち資源向上支払）
・地域住民を含む組織が取り
組む水路、農道等の軽微な補
修や植栽による景観形成等
農村環境の良好な保全を始
めとする地域資源の質的向上
を図る共同活動、施設の長寿
命化のための活動を支援する。
このうち耕土流出対策として
は、グリーンベルトの設置によ
る耕土流出防止の取組等を
支援する。

多面的機能支払交
付金（資源向上支
払）の運営

R6

R５年度分報告：鹿児島県の5町12組織及
び沖縄県の13市町村21組織において実施
今後とも、本交付金を活用した耕土流出防
止対策の取組の推進等により、沿岸海域
の良好な環境の保全に資することとする。

R5年度多面的機能
支払交付金実施状
況
https://www.maff.g
o.jp/j/nousin/kanri/r
5jissi_joukyou.htm

農林水産
省
協働先：交
付先

R7

R６年度分報告：鹿児島県の４町13組織及
び沖縄県の12市町村21組織において実施
今後とも、本交付金を活用した耕土流出防
止対策の取組の推進等により、沿岸海域
の良好な環境の保全に資することとする。

R6年度多面的機能
支払交付金実施状
況
https://www.maff.g

o.jp/j/nousin/kanri/

r6jissi_joukyou.html

同上

○栄養塩類・化学物質流出防止に向けた取組

生活排水等の処理

2.18

d) 農業集落排水事業
・生活排水等による水産動植
物の生育環境の悪化に対して
は、集落排水施設等の整備を
通じた陸上からの水質負荷低
減に取り組む。

農業集落排水施設
の整備

R6

農業集落排水施設の未整備地域の整備、
老朽化施設の更新整備及び高度処理の導
入の促進。
陸上からの水質負荷低減に向け、今後とも
農業集落排水施設の普及、更新整備及び
高度処理の導入について、関係自治体と
連携して推進する。

全国約270箇所で
整備

農林水産
省
※県・地方
公共団体
が事業の
実施主体

R7 同上
（R8年度にとりまと
め予定）

同上
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No. 行動計記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－３：地域の暮らしとサンゴ礁生態系のつながりの構築」に関連する取組

○つながりの継承に向けた取組

4.11

b) 生態系サービスの持続的
利活用
水産多面的機能発揮対策事
業：
・漁業者等が行う水産業・漁
村の持つ多面的機能の発揮
に資するサンゴ礁の保全等地
域の活動を支援する。

水産多面的機能発
揮対策事業

R6

水産業・漁村の活性化を図ることを目的に、
水産業・漁村が持つ多面的機能の発揮に
資する地域の活動支援の一環として、サン
ゴ礁の保全活動を支援している。
具体的には、高知県２件、鹿児島県１件、
沖縄県６件等において、サンゴの移植、食
害生物の除去、浮遊・堆積物の除去等の
活動への支援を実施している。

水産多面的機能発
揮対策の効果の概
要については以下
にあり。
https://www.jfa.ma
ff.go.jp/j/gyoko_gyo
zyo/g_thema/sub39
1.html

農林水産
省
協働先：交
付先

R7 同上 同上 同上
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⚫ 行動計画記載の取組2件（重点課題2-1のうち生活排水処理関連）の報告があった。

No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○栄養塩類・化学物質流出防止に向けた取組

生活排水等の処理

2.21

g) 合流式下水道の改善
・合流式下水道における雨天
時の未処理下水の放流によ
る水質汚染を防ぐため、引き
続き公共用水域の水質保全
に向けた合流式下水道の改
善を推進する。（国土交通省）

合流式下水道の改善

R6

令和6年度より特定水域合流式下
水道改善事業を創設し、水域の特
性と水環境へのニーズ・利用用途
に応じた水質保全対策を推進

R5年度末時点の合流式下水
道の改善率は100.0％となり
前年度から7.0ポイント上昇
(現時点の最新データがR5年
度のもの)

国土交通省
大臣官房参
事官（上下
水道技術）

R7 同上

R6年度末時点の合流式下水
道の改善率は100.0％(現時
点の最新データがR6年度の
もの)

国土交通省
大臣官房参
事官（上下
水道技術）

2.22

h) 下水道によるし尿、生活排
水対策等各種汚水処理の実
施
・汚水処理施設の早期整備に
向けて、人口減少等の社会情
勢の変化及び地域の特性等
を考慮し下水道、農業集落排
水施設、浄化槽等の適切な役
割分担の下、必要な下水道整
備を推進する。（国土交通省）

下水道による汚水処理
の実施（下水道による
し尿・生活排水対策な
ど）

R6

効率的な下水道整備の推進（社会
情勢の変化を踏まえた下水道計画
の見直し・汚水処理施設の連携強
化・低コスト技術の導入等）

R5年度末時点での下水道処
理人口普及率は81.4％となり、
前年度から0.4ポイント上昇
(現時点の最新データがR5年
度のもの)

国土交通省
下水道事業
課

R7 同上

R6年度末時点での下水道処
理人口普及率は81.8％となり、
前年度から0.4ポイント上昇
(現時点の最新データがR6年
度のもの)

国土交通省
下水道事業
課

資料1-1



取組の進捗状況（東京都）
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⚫ 行動計画記載の取組１件（重点課題2-1のうち小笠原の赤土流出対策）の報告があった。

No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○土壌流出防止に向けた取組

その他

2.13

i) 小笠原国立公園聟島列
島
・小笠原諸島振興開発事業
補助金を活用し、ノヤギの
食害により裸地化した箇所
から海域に流出する赤土を
抑えるため、ノヤギを完全
排除した媒島で土壌侵食防
止対策を実施する。（東京
都）

小笠原国立公園聟
島列島・父島列島植
生回復事業

R6

＜媒島＞赤土の流出防止のために、植生
回復（播種試験や表面被覆工など）を実
施中

＜父島＞植生を破壊するノヤギの根絶に
向けた駆除作業を実施中

従前に比べ、媒島
袋港への赤土流出
は減少しつつある

東京都小
笠原支庁

R7 同上 同上 同上
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取組の進捗状況（和歌山県）
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⚫ 行動計画記載の取組4件（重点課題１：1件、重点課題2-1：3件）の報告があった。

⚫ 重点課題2-2に記載の串本海域公園地区における普及啓発は現在は県の取組としては行っていない。

No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題１：サンゴ群集に関する科学的知見の充実と継続的モニタリング・管理の強化」に関連する取組

○継続的モニタリング・管理の強化

1.7

・各地のサンゴ礁生態
系の現状把握とモニタ
リングを進め、行政・各
研究機関等が連携して
保全・管理を進める。

海洋環境情
報の収集

R6

和歌山県串本町において気候変動による海洋環境
の変化とサンゴ群集との関係を明らかにするために
水温計および波高計を用いた海洋環境観測。和歌
山県すさみ町海域で採取したサンゴを用いた古気
候復元の研究。

和歌山県

R7

和歌山県串本町において気候変動による海洋環境
の変化とサンゴ群集との関係を明らかにするための
海洋環境観測（水温および波高、pH、栄養塩）のお
よびサンゴ群集被度調査の実施

和歌山県

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○栄養塩類・化学物質流出防止に向けた取組

事業排水規制による対策

2.14

a) 水質環境保全の啓
発推進
・環境基準の達成が困
難な都市部や住宅密
集地に隣接した水域に
ついて、必要に応じて
生活排水対策重点地
域を指定し、対象水域
の流域市町村に生活
排水対策の実践を促
すことで公共用水域の
保全を図る。

・生活排水
対策として
啓発の実施
・生活排水
対策重点地
域の指定

R6

・県民一人一人が生活排水対策の重要性を自覚し
日常生活の中で汚濁負荷の軽減を図っていくことが
大切であることから、機会あるごとに水環境保全意
識の啓発を図る。例：水道週間（毎年６月第１週）に、
県民の理解と関心を高めることを目的に、県と市町
村水道事業者が連携して広報活動を重点的に実施。
・環境基準の達成が困難な都市部や住宅密集地に
隣接した水域について、必要に応じて県が生活排
水対策重点地域を指定し、当該市町村が「生活排
水対策推進計画」を策定し、河川の水質改善及び
水環境の保全を行う。

・30水域中29水域が環境基
準を達成（達成率96.7％）
・生活排水対策重点地域の
指定（和歌山市、田辺市）と
水質改善の取り組み推進

和歌山県
各市町村

R7 同上 同上 同上
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No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○栄養塩類・化学物質流出防止に向けた取組

事業排水規制による対策

2.15

b) 水質関係事業所等
監視指導
・水質汚濁防止法に基
づく特定事業場への立
入を行い、事業場から
公共用水域へ排出され
る排水が基準に適合す
るよう指導を行い、公
共用水域において環境
基準を達成できるよう
努める。

水質関係事
業所等の監
視指導

R6

「水質汚濁防止法」、「瀬戸内海環境保全特別措置
法」及び「和歌山県公害防止条例」が適用される工
場・事業場に立入調査を行い、排水基準等の適合
状況の監視を行うとともに、特定施設や排水処理施
設の維持管理の徹底を指導。
（特定施設の設置事業場3,227事業場、有害物質貯
蔵指定施設の設置事業場19事業場）

令和5年度は90工場・事業場
に立ち入り、延べ1,036項目
を検査。その結果、排水基準
に不適合であった工場・事業
所は確認されず。

和歌山県

R7
・活動は同上
（特定施設の設置事業場3,054事業場、有害物質貯
蔵指定施設の設置事業場18事業場）

令和6年度は61工場・事業場
に立ち入り、延べ617項目を
検査。その結果、排出基準
に不適合であった工場・事業
場は確認されず。

同上

生活排水等の処理

2.19

e) 汚水処理人口普及
率の向上
・市町村に対する補助
等（下水道水洗化促進
補助、下水道事業促進
整備交付金、浄化槽設
置整備事業）を実施し、
下水道や浄化槽等の
整備を促進する。（和
歌山県）

下水道の整
備

R6
市町村に対する補助等（下水道水洗化促進補助、
下水道事業促進整備交付金、浄化槽設置整備事
業）を実施し、下水道や浄化槽等の整備を促進

・令和４年度末で、下水道処
理人口普及率29.5％
・令和５年度末で、合併処理
浄化槽113,629基、処理人口
328,015人。令和元年度から
の補助事業で令和5年度末
まで10,017基の設置を行った。

和歌山県

R7 同上

・令和５年度末で、下水道処
理人口普及率30.2％
・令和６年度末で、合併処理
浄化槽115,029基、処理人口
331,460人。令和元年度から
の補助事業で令和６年度末
まで11,528基の設置を行った。

和歌山県
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No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－２：サンゴ礁生態系における持続可能なツーリズムの推進」に関連する取組

○持続可能なツーリズムに向けた取組

3.2

a) 普及啓発事業
・吉野熊野国立公園の串
本海域公園地区に指定さ
れ、ラムサール条約湿地
にも登録された串本沿岸
海域のサンゴ群集が存在
する生態系について、
シュノーケリング体験を通
して学び、自然環境保全
への関心と理解を深める
ための取組を実施する。

現在は実施していない。
2006年から10年以上にわたり串本海中
観察会を実施してきたが、民間のス
ノーケリングやダイビングサービスが串
本沿岸海域で普及し、また、それら民
間事業者らによるサンゴ食害生物駆除
活動が立ち上がるなど、概ね目的を達
成したため、2017年を最後に串本海中
観察会を終了した。

R6
－

－ －

※同上で、現在は「串本海中観察会」
は実施していない。

R7 － － －
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⚫ 行動計画記載の取組3件（重点課題１、2-2、2-3で各1件）の報告があった。
⚫ R5～R6年度の新規追加の取組5件についても引き続き報告があった。

No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題１：サンゴ群集に関する科学的知見の充実と継続的モニタリング・管理の強化」に関連する取組

○継続的モニタリング・管理の強化

1.7

・各地のサンゴ礁生態
系の現状把握とモニタ
リングを進め、行政・各
研究機関等が連携して
保全・管理を進める。

エダミドリイシ
の特性把握

R6
エダミドリイシの育成実験（採卵・初期育成・中
間育成）やエダミドリイシの移植状況の経過観
察・育成したサンゴの種苗の移植の実施

サンゴの有性生殖技術
の向上、サンゴの移植
や経過観察等を実施、
サンゴ保全に貢献した。

徳島県竹ヶ島自
然再生協議会

R7

エダミドリイシの育成実験（採卵・初期育成・中
間育成）やエダミドリイシの移植状況の経過観
察、モニタリング調査及び有性生殖にて育成し
たサンゴの種苗の移植の実施

同上 同上

新規追加の取組
（R5年度追加）

エダミドリイシ
の分布調査

R6
リーフチェックを行い、サンゴの分布状況の調
査、堆積物・食害生物の除去活動を実施

サンゴの分布状況の調
査、堆積物・食害生物の
除去活動を行った

徳島県竹ヶ島自
然再生協議会

R7 同上 同上 同上

新規追加の取組
（R6年度追加）

牟岐大島周辺
におけるサン
ゴ成長状況調
査

R6

「千年サンゴと活きるまちづくり協議会」におい
て、徳島県牟岐町にある牟岐大島周辺におけ
るサンゴ成長状況についての定期計測・周辺
海域の海藻繁殖状況調査等を年２回実施

サンゴ成長状況の把握

千年サンゴと活
きるまちづくり協
議会（事務局：徳
島県南部総合県
民局）

R7 同上(R7は天候不順により年1回に) 同上 同上

新規追加の取組
（R6年度追加）

牟岐大島周辺
におけるサン
ゴ食害生物駆
除

R6

「千年サンゴと活きるまちづくり協議会」におい
て、徳島県牟岐町にある牟岐大島周辺におけ
るサンゴ食害生物（オニヒトデ・食巻貝）の駆除
活動を年２回実施

サンゴの保全に貢献

千年サンゴと活
きるまちづくり協
議会（事務局：徳
島県南部総合県
民局）

R7 同上 同上 同上
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No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－２：サンゴ礁生態系における持続可能なツーリズムの推進」に関連する取組

○持続可能なツーリズムに向けた取組

3.8

b) 環境保全型自然体験活
動の推進
海中観光船の運航・シーカ
ヤック・シュノーケリング、
サンゴ幼生の展示や産卵
シーン映像の上映、サンゴ
産卵見学ツアー、生き物観
察会を行う。

海中観光船の運航・
シーカヤック・シュ
ノーケリング、サンゴ
幼生の展示や産卵
シーン映像の上映、
サンゴ産卵見学ツ
アー、生き物観察会、

R6

海中観光船の運航・シーカヤック・
シュノーケリング、清掃活動や地元
小学生への環境学習やサンゴ移植
体験の実施、藻場学習を行った。

本活動により、海中観光船
の来場者や地元小学生に
サンゴの魅力や保全活動
の意義や大切さについて、
興味関心を持ってもらった。

海陽町

R7
同上（加えて、。移植サンゴの経過
観察学習の実施）

同上 同上

新規追加の取組
（R5年度追加）

一般向けの環境学
習（海陽町）

R6
都市部の学生や一般参加のモニタ
リングよる環境学習（海中観光船、
シュノーケリング）

持続可能なサンゴの保全
活動に必要性と、サンゴ群
がおりなす生態系の大切さ
について知ってもらえた。

海陽町

R7
都市部の学生や一般参加のモニタ
リングよる環境学習（海中観光船、
シュノーケリング）、移植体験の実施

同上 同上

新規追加の取組
（R6年度追加）

体験学習（牟岐町）

R6

「千年サンゴと活きるまちづくり協議
会」において、徳島県牟岐町の海岸
周辺においてシュノーケル体験教室
を実施するなど、海洋環境に触れあ
う体験学習を実施

興味・関心の向上
千年サンゴと
活きるまちづ
くり協議会（事
務局：徳島県
南部総合県
民局）R7 同上 同上
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No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－３：地域の暮らしとサンゴ礁生態系のつながりの構築」に関連する取組

○つながりの継承に向けた取組

4.14

e) 竹ヶ島海中公園自然再
生協議会
自然再生協議会の運営に
よる多様な主体との連携
調整、シンポジウムの開催、
地元小学生との活動（サン
ゴ学習・サンゴの移植）、サ
ンゴの移植と観察の継続、
観光客に対する島民の漁
業説明ワークショップの開
催を行う。

自然再生協議会の
運営による多様な主
体との連携調整、シ
ンポジウムの開催、
地元小学生との活動
（サンゴ学習・サンゴ
の移植）、サンゴの
移植と観察の継続

R6

自然再生協議会の運営に係る多様
な主体との連携調整、サンゴの継続
観察のほか地元小学生の活動発表
などのシンポジウムの開催や地元
小学生との環境学習・藻場学習及
びサンゴの移植活動を行った。

地元漁業者や有識者を含
む協議会委員が連携する
ことで、本活動が継続して
いく体制づくりに繋がった。
また、地元小学生への環
境学習により後継者育成
に繋がる活動が実施でき
た。

海陽町

R7

自然再生協議会の運営に係るサン
ゴや藻場育成実証実験、シバづけ
など、多様な主体との連携による調
査に係る状況報告や、サンゴの継
続観察のほか、地元小学生の取組
活動発表、講演会などのシンポジウ
ムを開催。地元小学生との環境学
習・藻場保全学習及びサンゴの移
植活動を行った。

同上 同上
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⚫ 行動計画記載の取組2件の報告があった。
⚫ R5年度新規追加の取組（重点課題2-2のカヤック体験を含むイベント）はR6年度以降は実施なし。

No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題１：サンゴ群集に関する科学的知見の充実と継続的モニタリング・管理の強化」に関連する取組

○継続的モニタリング・管理の強化

1.7

・各地のサンゴ礁生態系
の現状把握とモニタリン
グを進め、行政・各研究
機関等が連携して保全・
管理を進める。（環境省・
各都県）

足摺宇和海保全連絡
協議会を通じた情報
共有

※足摺宇和海保全連絡協議会はR2年度以降未実施であり、気
候変動適応中国四国広域協議会のもとに設置された高緯度サ
ンゴ群集域気候変動適応ネットワーク（愛媛、徳島、高知県が参
画）が、愛媛県内において足摺宇和海保全連絡協議会が果たし
ていた関係者間の情報共有と連携の役割を果たしている。

愛媛県（足摺宇
和海保全連絡
協議会）

「重点課題２－２：サンゴ礁生態系における持続可能なツーリズムの推進」に関連する取組

新規追加の取組
（R5年度追加）

愛南町の須ノ川公園
において、地元有識
者から群生サンゴの
保全に係る講話のほ
か、カヤック体験を通
じて、実際にサンゴ等
を観察する県民参加
型のイベントを開催

R5

須ノ川公園（足摺宇和海国立公園）において、
㈱モンベルから講師を招き、カヤック体験を
含む自然環境啓発イベントをで開催した。イ
ベントには37名の方に参加いただき、群生し
ているサンゴを中心とした自然環境保全の
講話に加え、カヤック体験中に海中のサンゴ
等を観察するなど、自然保護意識の高揚を
図った。

イベント１件

愛媛県、愛媛県
自然保護協会
協働先：愛南町
（後援）、KNT-
CTホールディン
グス㈱

R6、
R7

実施なし

「重点課題２－３：地域の暮らしとサンゴ礁生態系のつながりの構築」に関連する取組

〇つながりの継承に向けた取組

4.13

d) 宇和海海域公園にお
けるサンゴ保護
・宇和海海域公園におい
てサンゴ保護対策の支援
を行う。（愛媛県）

宇和海海中資源保護
対策協議会（事務局：
愛南町）が実施するオ
ニヒトデ等のサンゴ食
害生物の駆除事業等
に助成

R6

宇和海海域公園を中心とした海域における
オニヒトデ等のサンゴ食害生物からサンゴを
保護するため、宇和海海中資源保護対策協
議会（事務局：愛南町）が実施する駆除事業
に補助を行い、被害の防止に努めている。

補助1件

愛媛県
協働先：宇和海
海中資源保護
対策協議会（事
務局愛南町）

R7 同上 補助1件 同上
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⚫ 行動計画記載の取組4件（重点課題１：1件、重点課題2-1：1件、重点課題2-3：2件）の報告があった。
⚫ R4年度、R6年度の新規追加の取組の計14件についても引き続き報告があった。

No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題１：サンゴ群集に関する科学的知見の充実と継続的モニタリング・管理の強化」に関連する取組

○継続的モニタリング・管理の強化

1.7

・各地のサンゴ礁生態系
の現状把握とモニタリン
グを進め、行政・各研究
機関等が連携して保全・
管理を進める。

サンゴ分布調査
R6

高知県沿岸域のサンゴ群集の分
布状況を調査（R3年度まで）を受
け、サンゴ等の保全を行っている
地域団体の指導とネットワーク化

サンゴ群集の分布概況や
攪乱状況などモニタリング
結果を収集し、沿岸生態系
の多様性保全活動を促進

高知県自然共
生課

R7 同上 同上 同上

新規追加の取組
（R6年度追加）

サンゴ生育状況調査
R6

桂浜沖でのサンゴ生育状況調査
の実施

桂浜沿岸のサンゴ生育状
況の把握と過去調査との
比較

高知県自然共
生課

R7 同上 同上 同上

新規追加の取組
（R6年度追加）

オニヒトデ被害状況把
握モニタリング

R6

平成22年度からオニヒトデ駆除活
動を行っており、その効果検証の
ためのサンゴ群集のモニタリング
を行う。

モニタリングによるオニヒト
デ被害状況の把握とモニタ
リング結果を駆除作業の場
所や駆除日数の検討に使
用する。

香南市

R7 同上 同上（オニヒトデを確認） 同上

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○土壌流出防止に向けた取組

その他

2.12

h) 竜串の自然再生事業
・流域河川の土砂浚渫や、
手入れした山で学ぶワー
クショップの開催を行う。

竜串の自然再生につ
ながる活動:森林整
備・間伐、土砂浚渫、
流出量把握

R6
主要なサンゴ群集近傍の懸濁物
質の調査（SPSS）を年3回実施。

水質汚濁状況の把握 環境省

R7 同上 同上 同上
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No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－３：地域の暮らしとサンゴ礁生態系のつながりの構築」に関連する取組

○基礎的な取組

4.3

a) 対策に係る情報共有
の推進
・県内各地域の海洋保
全団体のネットワーク会
議を実施する。

こうちサンゴ
沿岸生態系
適応ネット
ワーク集会

R6

サンゴなど沿岸生態系の保全、今後
の利活用に必要な人的交流、情報共
有や情報発信を行う（第４回こうちサン
ゴ沿岸生態系適応ネットワーク集会）

気候変動の影響による沿岸生態系
の変化に対する適応策の促進につ
なげることを目的とする

高知県自然
共生課

R7
同上（第５回こうちサンゴ沿岸生態系
適応ネットワーク集会）

同上 同上

〇つながりの継承に向けた取組

4.12

c) 竜串の自然再生
・竜串の自然再生につな
がる活動として、市民参
加型モニタリングイベン
ト開催、地元小学校～高
校における環境教育、オ
ニヒトデの駆除を行う。

竜串の自然
再生につなが
る活動
サンゴの産卵
観察会（7月と
8月の年2回
の開催）

R6
令和6年度はサンゴの産卵観察会なし。
令和7年度は実施検討中。

R7 令和7年度はサンゴの産卵観察会なし。

新規追加の取組
（R4年度追加）

竜串海さんぽ
（担い手育
成）

R6

竜串湾で見られる生物を実際に観察
することにより、竜串の魅力の確認や、
保全の担い手の育成を目的とする。
高校生以上の学生を対象に募集を
行った。

参加者は県内外の高校生12名、大
学生1名の計13名に加えて、引率教
員4名だった。陸上での説明後、海
の経験別で3班にわかれて、実際に
モニタリングを体験した。2024年度
は高水温でサンゴが白化していたた
め、参加者はそれらを観察し、気候
変動による水温上昇を実感できた。

環境省
協働先：黒潮
生物研究所

R7 同上

参加者は合計18名（清水高校6名、
長浜高校4名、高知大学3名、東海
大学2名、その他3名）＋引率教員4
名だった。陸上での説明後、海の経
験別で3班にわかれて、実際にモニ
タリングを海で体験した。

同上
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No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－３：地域の暮らしとサンゴ礁生態系のつながりの構築」に関連する取組

新規追加の取組
（R4年度追加）

リーフ
チェック

R6

一般ダイバーに事前レクチャー
を行い、竜串湾内の2地点でサ
ンゴの定量調査を参加者と一緒
に行う
（2024年11月９日、１０日に実
施）

9日参加者5名、10日4名だった。勉強会の
後に、実際に２測線の調査を参加者に体
験してもらい、最後にまとめ作業を行った。
また、参加者には測線の準備なども手伝っ
てもらい、調査方法の理解もてきた。WWF
ジャパンの支援を受けた。

竜串観光振興会

R7 同上
当日、勉強会は行ったが、リーフチェックは
荒天のため延期となり、12月にスタッフの
身で実施した。

同上

新規追加の取組
（R6年度追加）

サンゴ保全
担い手育
成

R6

サンゴ保全担い手育成として、
勉強会やサンゴのモニタリング
活動を実施し、後継者育成を行
う（奈半利町海浜センター予定）
※重点課題1にも該当

サンゴ保全にかかる担い手の育成
高知県自然共
生課

R7 同上 同上 同上

新規追加の取組
（R6年度追加）

サンゴ勉
強会と移
植

R6

奈半利町奈半利小学校4年生を
対象にサンゴの学習2時間及び
サンゴの移植苗作り体験、5年
生と6年生を対象に自身で作成
した移植苗のサンゴの観察を行
う。また、海岸清掃を行う。

・小学生が地域のサンゴの学習を行うだけ
でなく、山、川、海のつながりを学習する。
その一環で、消波ブロックの内側で砂に埋
まりそうなサンゴを、埋まらない場所に移植
する活動を行い、地域の海の環境を考える
きっかけづくりにする。
・自身で4年生時に作成した苗の移植サン
ゴの成長を、5年生、6年生と観察し、サン
ゴの成長を見守る活動も行っている。

奈半利町

R7 同上

・同上
・自身で4年生時に作成した苗の移植サン
ゴの成長を、5年生、7年生と観察し、サン
ゴの成長を見守る活動も行っている。

同上
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No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

その他 （※重点課題に該当しないがサンゴ礁生態系保全に対応する取組を予定している場合又は行った場合)

新規追加の取組
（R4年度追加）

オニヒトデ駆除

R5
高知県四万十市志和におけるサンゴ保全
体制の構築を目的としたオニヒトデの駆除
方法などの勉強会と実際の駆除活動を行う

11名が作業に従事し、オニ
ヒトデ19個体を駆除
（2024/1/13）

（公財）黒潮生物研
究所、四万十ダイ
ブ

R6、
R7

実施なし

新規追加の取組
（R4年度追加）

オニヒトデ駆除
R6

竜串湾内のオニヒトデ駆除を行う（2024年5
月17日）

参加者6名 足摺海洋館

R7 同上（2025年5月9日） オニヒトデ駆除34個体 同上

新規追加の取組
（R4年度追加）

オニヒトデ駆除

R6 竜串湾内のオニヒトデ駆除を行う 駆除を継続中。
環境省（マリンワー
カー事業）

R7 同上
９００個体程度で、増加傾
向

同上

新規追加の取組
（R6年度追加）

オニヒトデ駆除
R6 宿毛市・大月町のサンゴ食害生物の駆除 現在も駆除を継続中

環境省（マリンワー
カー事業）

R7 実施なし

新規追加の取組
（R6年度追加）

漁業者を中心と
したサンゴの保
全活動（土佐清
水市、宿毛市、
大月町）

R6

水産多面的機能発揮対策事業（水産庁事
業）を活用し、漁業者を中心とする活動組織
が高知県土佐清水市、宿毛市及び大月町
におけるサンゴ礁の保全を目的とした、サン
ゴのモニタリング、食害生物（オニヒトデ等）
の除去、サンゴの移植活動を行う

サンゴの保全

高知県水産業振興
課（高知県環境生
態系保全対策地域
協議会事務局）

R7

漁場生産力・水産多面的機能強化対策事
業（水産庁）を活用し、漁業者を中心とする
活動組織が高知県土佐清水市、宿毛市及
び大月町におけるサンゴ礁の保全を目的と
した、サンゴのモニタリング、食害生物（オニ
ヒトデ等）の除去、サンゴの移植活動を行う
※重点課題１、重点課題2－3に関連

同上 同上
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No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

その他 （※重点課題に該当しないがサンゴ礁生態系保全に対応する取組を予定している場合又は行った場合)

新規追加の取組
（R6年度追加）

漁業者を中心と
した浮遊・堆積
物の除去活動
（土佐清水市）

R6

水産多面的機能発揮対策事業を活用し、漁
業者を中心とする活動組織が高知県土佐
清水市におけるサンゴ礁の保全を目的とし
た浮遊・堆積物の除去活動を行う

サンゴの保全

高知県水産業振興
課（高知県環境生
態系保全対策地域
協議会事務局）

R7

漁場生産力・水産多面的機能強化対策事
業（水産庁）を活用し、漁業者を中心とする
活動組織が高知県土佐清水市におけるサ
ンゴ礁の保全を目的とした浮遊・堆積物の
除去活動を行う

同上 同上

新規追加の取組
（R6年度追加）

漁業者を中心と
した藻場の保全
活動

R6
水産多面的機能発揮対策事業を活用し、漁
業者を中心とする活動組織が高知県の複
数沿岸市町で藻場の保全を行う

藻場の保全

高知県水産業振興
課（高知県環境生
態系保全対策地域
協議会事務局）

R7

漁場生産力・水産多面的機能強化対策事
業（水産庁）を活用し、漁業者を中心とする
活動組織が高知県の複数沿岸市町で藻場
の保全を行う

同上 同上

新規追加の取組
（R6年度追加）

新たな観光資
源の発掘調査

R6

新たな観光資源の発掘のため、地域の海
域のサンゴやその他の海洋生物の分布状
況などを把握する。
※重点課題１、重点課題2－3に関連

サンゴのみならず、その他
の海洋生物を記録し、図鑑
を作成して公開（現在は仮）

東洋町・徳島県・海
陽町

R7 同上 同上 同上

資料1-1



取組の進捗状況（長崎県）

31

⚫ 行動計画記載の取組１件（重点課題2-1のうち事業排水規制）の報告があった。
⚫ R5年度に新規追加の取組の「壱岐のサンゴ礁を護る会」について引き続き報告があった。

No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○栄養塩類・化学物質流出防止に向けた取組

事業排水規制による対策

2.15

b) 水質関係事業所等監視
指導
・水質汚濁防止法に基づく特
定事業場への立入を行い、
事業場から公共用水域へ排
出される排水が基準に適合
するよう指導を行い、公共用
水域において環境基準を達
成できるよう努める。

法に基づく特定施
設、条例に基づく
指定施設に対し
立入検査を実施
し、届出内容の確
認及び維持管理
状況等の確認を
行っている。排水
基準適用の工場・
事業場に対して
は水質検査を実
施している。

R6

水質汚濁防止法や未来環境条例に基づ
き、立入検査を行い、法・条例に違反し
又は違反する恐れのある場合は速やか
な改善を指導し水環境の保全を図ってい
る。

令和5年度は立入検査
を1,067件（長崎市、佐
世保市を除く）実施し、う
ち293件で排水基準の
遵守状況を確認したとこ
ろ5件の違反があり、改
善指導を実施済

長崎県

R7 同上

令和6年度は立入検査
を880件（長崎市、佐世
保市を除く）実施し、うち
257件で排水基準の遵
守状況を確認したところ
6件の違反があり、改善
指導を実施済

同上

その他 （※重点課題に該当しないがサンゴ礁生態系保全に対応する取組を予定している場合又は行った場合)

新規追加の取組
（R5年度追加）

2022年3月に「壱
岐のサンゴ礁を
護る会」が発足

R6

壱岐のサンゴの保全と利活用について
検討を進めるとともに、地域全体の機運
を盛り上げるため関係機関への働きか
けを行っている。（R6年11月に県からも
現地確認）

壱岐のサン
ゴ礁を護る会
（民間団体）

R7

引き続き、壱岐のサンゴの保全と利活用
について検討を進めるとともに、地域全
体の機運を盛り上げるため関係機関へ
の働きかけを行っている。R7年度から環
境省のモデル事業とも連携。

同上
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取組の進捗状況（熊本県）

⚫ 行動計画記載の取組はなし。
⚫ R6年度に新規追加の取組の「海ゴミの回収と海へのゴミの流出防止のための普及啓発」について引き続

き報告があった。

No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

その他 （※重点課題に該当しないがサンゴ礁生態系保全に対応する取組を予定している場合又は行った場合)

新規追加の取組
（R6年度追加）

海ゴミ回収・普及啓発
R6

陸域・海域におけるごみ回収。漂
着ごみの発生源に応じた啓発、
農業・漁業資材などの海洋への
流出防止、プラスチック代替製品
の活用促進など排出抑制活動。
また、県内のリサイクル推進に向
けた市町村などの取組み支援。

農業・漁業団体と連携して、
定期巡回することで資材や
ごみの海域流出を防止した。
また、環境省からの補助金
を活用し、市町村の海岸漂
着物等の回収・処理を支援。
海域及び陸域の環境衛生を
保全した。

熊本県（循
環社会推
進課）

R7 同上 同上 同上
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⚫ 行動計画記載の取組2件（重点課題１と2-3で各1件）の報告があった。
⚫ 重点課題2-2の取組は他の重点課題の取組に統合。

No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題１：サンゴ群集に関する科学的知見の充実と継続的モニタリング・管理の強化」に関連する取組

○継続的モニタリング・管理の強化

1.7

・各地のサンゴ礁生態系の
現状把握とモニタリングを進
め、行政・各研究機関等が
連携して保全・管理を進める。
（環境省・各都県）

被度状況等調査及
びサンゴ食害生物
駆除

R6

被度調査
R7.2.23（日南市大島）被度調査 ７名
駆除作業
R6.11～R7.3（計５回）

・サンゴ被度５２％（R
５：６１％）
・オニヒトデ駆除計６１ｋ
ｇ（R５：９ｋｇ）

日南海岸
サンゴ群
集保全協
議会

被度状況等調査 R7
※R7年度の活動は継続中のため、詳細は
R8年度の報告時に追記予定

同上

「重点課題２－２：サンゴ礁生態系における持続可能なツーリズムの推進」に関連する取組

○持続可能なツーリズムに向けた取組

3.7

b) 環境保全型自然体験活
動の推進
・大学と連携し、サンゴの生
息域の変化やサンゴ食害生
物の生息数、多種多様な魚
類・藻類等の海洋生物の調
査を行い、記録や数値化し、
サンゴ食害生物駆除後の推
移やサンゴ生育環境保全の
重要性を裏付ける。

日南海岸サンゴ群
集保全協議会

R5

※サンゴ調査とサンゴ食害生物の駆除は
重点課題１（1.7）と統合
※環境保全型自然体験活動の推進につい
ては重点課題2-3（4.9）のシュノーケリング
によるサンゴ観察会に統合

日南海岸
サンゴ群
集保全協
議会

R6, 
R7

同上 同上
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No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－３：地域の暮らしとサンゴ礁生態系のつながりの構築」に関連する取組

○つながりの構築に向けた取組

4.9

C) サンゴ群集保全活動支
援事業
・日南海岸サンゴ群集保全
協議会が、県民へのサンゴ
保全と生物多様性の重要性
を広く周知するためのイベン
トや地域住民等を対象とした
環境教育等の普及啓発活
動を実施しており、協議会が
活動するにあたっての支援
を行う。協議会内で各者の
協議を継続して行い、当該
事業終了後も継続して協議
の場が運営できる環境づくり
を行う。

宮崎県民への普
及啓発事業
（写真展）

R6
3月にショッピングモールで「日南海岸のサ
ンゴといきもの写真展」を開催。写真展示
を実施。

R7.3.1～R7.3.7
イオンモール宮崎に
て開催。
来場者向けのアン
ケートを実施。

宮崎県
協働先：日南
海岸サンゴ群
集保全協議会

R7
2月にショッピングモールで「日南海岸のサ
ンゴといきもの写真展」を開催。写真展示
などを実施。

R8.2.20～R8.2.27
宮交シティにて開催。
来場者向けのアン
ケートを実施。

同上

宮崎県民への普
及啓発事業
（サンゴ観察会）

R6
大島において、スノーケリングによるサン
ゴ観察会の実施。

小学4年生から小学6
年生を対象に実施。4
名が参加。

日南海岸サン
ゴ群集保全協
議会

R7
※R7年度の活動は継続中のため、詳細は
R8年度の報告時に追記予定

同上
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⚫ 行動計画記載の取組8件（重点課題１：1件、重点課題2-1：4件、重点課題2-2：1件、重点課題2-3：2
件）の報告があった。

No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題１：サンゴ群集に関する科学的知見の充実と継続的モニタリング・管理の強化」に関連する取組

○継続的モニタリング・管理の強化

1.7

各地のサンゴ礁生態系の現
状把握とモニタリングを進め、
行政・各研究機関等が連携
して保全・管理を進める。

喜界島サンゴ礁
科学研究所によ
るサンゴの調査・
研究

R6

・市民参加でのリーフチェック
・喜界島海域での海洋観測
・サンゴ礁サイエンスキャンプ等環境教
育活動
・アオサンゴ保全協議会
・サンゴ礁スポット調査

・５月実施 20名
・毎週実施
・サイエンスキャンプ
参加者 55名
・年2回
・島内4地点 年１回

喜界島サン
ゴ礁科学研
究所

R7 同上

・５月実施 20名
・毎週実施
・サイエンスキャンプ
参加者 60名
・年1回
・島内4地点 年２回

同上

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○土壌流出防止に向けた取組

総合的な対策

2.6

d) 工事現場からの赤土等流
出防止対策
・「赤土等流出防止対策の進
め方」（大島支庁赤土等流出
防止対策方針及び実施要
領）に沿って、工事現場にお
ける仮沈砂池（土嚢）、汚濁
防止フェンス、竹柵工等の事
業者による赤土等流出防止
対策を促進する。

工事現場におけ
る赤土等流出防
止対策

R6

工事現場における仮沈砂池（土嚢）、汚
濁防止フェンス，降雨時における工事中
断等の事業者による赤土等流出防止対
策を促進する。

工事現場から流入す
る赤土等を軽減する。

鹿児島県
大島支庁

R7 同上 同上 同上
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No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○土壌流出防止に向けた取組

農地からの流出対策

2.9

e) 水質保全対策事業
耕土流出防止施設整備：
・侵食を受けやすい土壌が広範に分
布している沖縄県及び奄美群島にお
いて、農用地及びその周辺の土壌の
流出を防止し、農村地域の環境保全
に資することを目的として、承水路や
沈砂池等の整備、勾配抑制、法面保
護、土層改良、暗渠排水、既存施設
の軽微な変更等を実施する。

公共工事施
工における赤
土等流出防
止対策の指
導・監督

R5

「赤土等流出防止対策方針」により、
計画、設計、施工及び管理の各段階
において対策を講じるとともに、県や
市町村が行う公共事業施工時に赤土
等流出防止対策の指導・監督を実施

管内一円の公共工事
で対応し耕土流出防
止が図られた。

鹿児島県
大島支庁

R6、
R7

令和5年度で該当事業は完了。

○栄養塩類・化学物質流出防止に向けた取組

事業排水規制による対策

2.14

a) 水質環境保全の啓発推進
・環境基準の達成が困難な都市部や
住宅密集地に隣接した水域について、
必要に応じて生活排水対策重点地
域を指定し、対象水域の流域市町村
に生活排水対策の実践を促すことで
公共用水域の保全を図る。

鹿児島湾奥
生活排水対
策協議会にお
ける普及啓発
活動

R6

県と重点地域の市、,住民団体、事業
者団体で構成する「鹿児島湾奥生活
排水対策協議会」により、講演会、研
修会、住民への啓発イベント等を開催。

重点地域住民の意識
高揚が図られた。

鹿児島湾奥
生活排水対
策協議会

R7

県と重点地域の市、住民団体、事業
者団体で構成する「鹿児島湾奥地域
生活排水対策協議会」により、講演会、
研修会、住民への啓発イベント等を開
催。

同上

鹿児島湾奥
地域生活排
水対策協議
会

2.15

b) 水質関係事業所等監視指導
・水質汚濁防止法に基づく特定事業
場への立入を行い、事業場から公共
用水域へ排出される排水が基準に
適合するよう指導を行い、公共用水
域において環境基準を達成できるよ
う努める。

公共用水域
の水質の汚
濁防止を図り，
住民の健康を
保護し生活環
境を保全する。

R6

公共用水域の水質汚濁防止を図るた
め，工場，事業場に立入検査し，排出
水の監視を行い，必要に応じて水質
の改善を指導する。

排水汚濁負荷低減に
よる公共用水域の水
質状況改善が期待で
きる。

鹿児島県

R7 同上
同上
行政措置16件（R4）、
20件（R5）、20件（R6）

同上
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No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－２：サンゴ礁生態系における持続可能なツーリズムの推進」に関連する取組

○持続可能なツーリズムに向けた取組

3.6

b) 環境保全型自然体験活動の推
進
喜界島まるごとサンゴ礁ミュージア
ム事業を推進する。また、サンゴ着
床具等を使用したサンゴ増殖を進
め、自然の状態でサンゴの再生が
期待でき、かつ観光資源等として重
要な海域において、サンゴの着生・
生育に適した環境整備を行う。

喜界島サンゴ礁
科学研究所にお
ける、サンゴ礁の
生態系、喜界島
の成り立ちについ
ての解説、研修・
インターンシップ
等での活用

R6
・喜界島サンゴ礁科学研究所の展示室
の観光客、視察等での見学
・喜界島ジオパーク構想の発足

・来所者の増加、サ
ンゴ礁の知識に触
れる機会の増加
・喜界島におけるジ
オパーク理念の広
がり

喜界島サン
ゴ礁科学研
究所

R7
・同上
・喜界島ジオパーク認定に係る検討

・同上
・喜界島ジオパーク
の認定

「重点課題２－３：地域の暮らしとサンゴ礁生態系のつながりの構築」に関連する取組

○つながりの構築に向けた取組

4.8

b) 生態系サービスの持続的利活用
薩南諸島沿岸海岸保全基本計画：
奄美群島国立公園の豊かな自然を
代表するサンゴ礁の海岸に親しみ、
地域の海岸に息づく文化を後世に
守り伝える等の事業に配慮する等、
海岸における公衆の適正な利用を
促進するための施策を推進する。

景観・環境に配慮
した海岸保全施
設整備

R6
大島郡大和村の大金久海岸において，
人工リーフによる景観・環境に配慮した
海岸保全施設整備の推進を図っている。

環境に配慮した材
質・形状の構造物
を用いたことにより，
構造物の表面にサ
ンゴ等が付着してい
るのが確認されて
いる。

鹿児島県河
川課

R7 同上 同上 同上

○つながりの継承に向けた取組

4.11

b) 生態系サービスの持続的利活用
水産多面的機能発揮対策事業：
漁業者等が行う水産業・漁村の持
つ多面的機能の発揮に資するサン
ゴ礁の保全等地域の活動を支援す
る。

水産多面的機能
発揮対策事業

R6 枕崎でオニヒトデ駆除・藻場の保全

オニヒトデの駆除に
より，サンゴの食害
被害を防ぐことがで
きている。

鹿児島県水
産振興課

R7 枕崎でオニヒトデ駆除 同上 同上
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⚫ 行動計画記載の取組17件（重点課題１：1件、重点課題2-1：10件、重点課題2-2：2件、重点課題2-3：
4件）の報告があった。

⚫ R5～R6年度の新規追加の取組5件についても引き続き報告があった。

No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題１：サンゴ群集に関する科学的知見の充実と継続的モニタリング・管理の強化」に関連する取組

○継続的モニタリング・管理の強化

1.7

各地のサンゴ礁生態系の現
状把握とモニタリングを進め、
行政・各研究機関等が連携
して保全・管理を進める。

海域における
赤土等堆積状
況の情報収集
（環境保全課）

R6
・赤土等の堆積状況調査（SPSS、濁度、
塩分、T-N、T-P）／サンゴ類調査の実
施（28海域、112地点）

赤土等の堆積状況及び生物の
生息状況調査を把握した。

沖縄県（環
境保全課）

R7 同上 同上

サンゴ礁の現
状把握（自然
保護課）

R6

・サンゴ礁の現状に関する情報収集
（高水温による白化の状況）
・高水温による白化の状況調査（モニタ
リングサイト1000で把握できない箇所）

サンゴ礁の現況を把握し、今後
の対策の検討に活用

沖縄県（自
然保護課）

R7 同上 同上 同上

新規追加の取組
（R6年度追加）

漁場整備に係
る基礎調査（サ
ンゴ増殖）

R6
漁場整備を目的とした基礎調査および
サンゴの増殖

サンゴ種苗の増殖に取組み、得
られた知見等をもとに漁場回復
に向けた今後の対策に活用

沖縄県（漁
港漁場課）

R7 同上

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○土壌流出防止に向けた取組

総合的な対策

2.3

b) 第２次沖縄県赤土等流出
防止対策基本計画
「沖縄県赤土等流出防止対
策基本計画」を、専門家の意
見を得て、関係機関等との
調整等を踏まえながら2022
年度内に改定し、同計画に
基づき赤土等流出量の一層
の削減に向けた総合的な取
組を推進する。

基本計画にお
いて県内の76
海域及びその
流域に環境保
全目標及び流
出削減目標量
を設定

R6

環境保全目標を達成するため、流出源
毎（農地、開発事業、米軍基地等）から
の赤土等流出防止対策を推進するた
め、第2次沖縄県赤土等流出防止対策
基本計画に示す各種取組に取り組んだ。

目標達成に向け関係機関およ
び県民が連携した継続的、発展
的な赤土等流出対策を推進し
た。

沖縄県

R7 同上 同上 沖縄県
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No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○土壌流出防止に向けた取組

総合的な対策

2.4

c) 赤土等流出防止総合対策
事業 流出要因の特定、効果
的な対策法の提示及び削減量
の試算等を行うため、農地等
の陸域の対策状況及び海域
の赤土等堆積状況等をモニタ
リングにより経年的に把握す
る等、赤土等流出に関する情
報を収集する。

基本計画におけ
る重点監視地域
において海域モ
ニタリング調査を
実施

R6
・赤土等の堆積状況調査（SPSS、濁度、塩
分、T-N、T-P）及びサンゴ類調査を実施し
た。（28海域、112地点）

赤土等の堆積状況及び生
物の生息状況を把握できた。

沖縄県

R7 同上【1.7の再掲】 同上 沖縄県

2.5

c) 赤土等流出防止総合対策
事業 地域の環境保全のため、
赤土等流出防止活動を行う団
体に対して、活動費用を助成
するとともに、赤土等流出防止
対策の担い手を継続的に育成
するため、地域住民を対象とし
た環境教育等の取組を実施す
る。

赤土等流出防止
に取組むNPO等
団体の活動を支
援。
赤土等流出防止
対策の担い手育
成に向け環境教
育を実施。

R6

①赤土等流出防止対策に取組む団体の活
動に対して補助金を交付して活動を支援し
た。
②小学校を対象に、赤土等流出防止に関
する出前講座を実施するとともに、地域住
民を対象にした環境教育を実施した。

①地域における対策活動
の活性化が見られた。
②地域における対策活動
の担い手の育成を推進した。

沖縄県

R7 同上 同上 沖縄県

2.7

d) 工事現場からの赤土等流
出防止対策
沖縄県赤土等流出防止条例
に基づく開発行為に対する届
出等の確認及び事業現場等
の監視パトロール・指導を行い、
工事現場からの赤土等流出防
止対策を推進する。また、工事
関係者等への赤土等流出対
策の普及啓発を実施する。

開発行為に対す
る届出等の確認
及び事業現場等
の監視パトロー
ル・指導の実施。
赤土等流出防止
条例に基づく、開
発事業における
赤土等流出防止
対策の徹底

R6

沖縄県赤土等流出防止条例に基づく開発
行為に対する届出等の確認及び事業現場
等の監視パトロール・指導を行い、開発現
場からの赤土等流出防止対策を促進した。
また、開発事業者等への赤土等流出対策
の普及啓発を実施した。

開発現場における赤土等
流出防止対策を推進した。

沖縄県

R7 同上 同上 沖縄県
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No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○土壌流出防止に向けた取組

農地からの流出対策

2.9

e) 水質保全対策事業
耕土流出防止施設整備：
侵食を受けやすい土壌が広範に
分布している沖縄県及び奄美群
島において、農用地及びその周
辺の土壌の流出を防止し、農村
地域の環境保全に資することを
目的として、承水路や沈砂池等
の整備、勾配抑制、法面保護、
土層改良、暗渠排水、既存施設
の軽微な変更等を実施する。

水質保全対策
事業（耕土流出
防止型）の実施

R6
離島を含む沖縄県全域８地区において流出防
止対策及び発生源対策を行う。

８地区
沖縄県・
市町村

R7
離島を含む沖縄県全域９地区において流出防
止対策及び発生源対策を行う。

９地区
沖縄県・
市町村

2.10

f) 多面的機能支払交付金（うち
資源向上支払）
地域住民を含む組織が取り組む
水路、農道等の軽微な補修や植
栽による景観形成等農村環境
の良好な保全を始めとする地域
資源の質的向上を図る共同活
動、施設の長寿命化のための活
動を支援する。このうち耕土流
出対策としては、グリーンベルト
の設置による耕土流出防止の
取組等を支援する。

地域共同で行う、
多面的機能を支
える活動や、地
域資源（農地、
水路、農道等）
の質的向上を図
る活動を支援

R6

①畑からの土砂流出対策
・排水路沿いの林地帯等の適正管理
・沈砂池、浸透池の適正管理
・土砂流出防止のためのグリーンベルト等の適
正管理
②その他水質保全対策に関すること

農道・排水路の補修
や泥上げ、グリーンベ
ルトの設置等
【事業実施実績】
R6年度：27市町村50
組織

活動組
織

R7 同上

農道・排水路の補修
や泥上げ、グリーンベ
ルトの設置等
【事業実施実績】
R7年度：27市町村50
組織

活動組
織

資料1-1



取組の進捗状況（沖縄県）

41

No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○土壌流出防止に向けた取組

農地からの流出対策

2.11

g) 赤土等流出防止営農対策促進事
業（予定）
地域における自主的かつ継続的な
赤土等流出防止対策の推進を目的
とし、赤土等流出防止対策を普及・
啓発する農業環境コーディネーター
の育成や支援、対策に伴う資金や労
働力を確保するための手法の確立
に関する取組、赤土等流出防止対策
に係る試験研究を実施する。

市町村協議
会の農業環
境コーディ
ネーターに
よる農地の
営農的赤土
等流出防止
対策の活動
支援等。

R6

①市町村協議会の農業環境コーディネーター
の活動支援
②赤土等流出防止活動資金の確保に係る制度
の実証・普及
③赤土等流出防止営農対策に係る試験研究

沖縄県赤土等流出防
止対策基本計画で示
された重点監視海域
および監視海域を有し、
赤土等流出防止対策
地域協議会を有する
市町村12ヵ所に支援

沖縄県(営
農支援課)

R7 同上 同上 同上

○栄養塩類・化学物質流出防止に向けた取組

事業排水規制による対策

2.14

a) 水質環境保全の啓発推進
環境基準の達成が困難な都市部や
住宅密集地に隣接した水域について、
必要に応じて生活排水対策重点地
域を指定し、対象水域の流域市町村
に生活排水対策の実践を促すことで
公共用水域の保全を図る。

生活排水に
よる汚濁が
著しい河川
等の水質環
境保全の啓
発

R6

市町村の生活排水対策に資するため、ホーム
ページに生活排水対策や生活排水対策重点地
域に係るパンフレットを掲載するなどし、水質環
境保全の啓発を行った。

公共用水域の水質環
境保全が図られた。

各市町村

R7 同上 同上 同上

2.15

b) 水質関係事業所等監視指導
水質汚濁防止法に基づく特定事業
場への立入を行い、事業場から公共
用水域へ排出される排水が基準に
適合するよう指導を行い、公共用水
域において環境基準を達成できるよ
う努める。

特定事業場
の排出水に
係る立入検
査

R6

水質汚濁防止法第22条の規定により、各保健
所職員が特定事業場に立ち入り、水質の検査
を行い、必要に応じて排出水が排水基準に適
合するよう指導を行った。

公共用水域における
環境基準の達成につ
ながった。

沖縄県及び
那覇市（水
濁法政令
市）

R7 同上 同上 同上
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No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○栄養塩類・化学物質流出防止に向けた取組

生活排水等の処理

2.20

f) 沖縄汚水再生ちゅら水プラン
沖縄県と県内市町村が連携して処
理区域、整備手法及び整備スケ
ジュールの設定を行い、各種汚水
処理施設の整備を計画的、効率的
に進めるための指針として策定さ
れた沖縄汚水再生ちゅら水プラン
に基づき、快適な生活環境の維
持・向上と公共用水域の水質保全
を図る下水道や浄化槽、農業集落
排水施設等の整備を推進する。

汚水処理（下
水道、合併浄
化槽、農業・
漁業集落排
水）施設の効
率的な整備の
推進

R6
・汚水処理施設整備関係部局と連携し、整備状
況の進捗管理を実施

令和5年度汚水処
理人口普及率
88.1%

沖縄県

R7 同上
令和6年度汚水処
理人口普及率
88.4%

同上

新規追加の取組
（R6年度追加）

沈砂池等の
堆積赤土等
除去の効果
的手法の検
討

R6
農林水産部局にて整備された砂防ダムの実態
調査、既存沈砂池等における浚渫等による機能
改善の実証試験を行った。

農林部局にて整備
された砂防ダムの
赤土等堆積状況
等の把握、既存沈
砂池等の浚渫によ
る機能改善の効果
を検証した。

沖縄県（環
境保全課）

R7

過年度に実施した実態調査の取りまとめを行う
とともに、一流域において発生源対策から一連
で維持管理や堆積赤土等の有効活用の実証、
検証を行った。
また、これまでの調査結果を取りまとめた維持
管理マニュアルの素案を作成した。

施設の適切な維持
管理による赤土等
流出防止機能の
改善や堆積赤土
の有効活用につい
て確認できた。

同上
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No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－２：サンゴ礁生態系における持続可能なツーリズムの推進」に関連する取組

○持続可能なツーリズムに向けた取組

3.4

b) 環境保全型自然体験活動の推
進
・「サンゴ礁保全のための観光レ
ジャープログラム」を通じて、観光・
レジャー産業を中心に、地域住民
を含めた多様な主体が積極的にサ
ンゴ礁保全と関わりを持つための
普及啓発に向けた取組を推進する。

「サンゴ礁保
全のための観
光レジャープ
ログラム」の
WEB公開

R6 WEBにて公開中
地域や企業等が
行うサンゴ礁保全
活動を推進

沖縄県(自
然保護課)

R7 同上 同上 同上

3.5

b) 環境保全型自然体験活動の推
進
・保全利用協定（環境保全型自然
体験活動を行う場所の保全を目的
として、環境保全型自然体験活動
に係る事業者が策定・締結する
ルール）の締結を推進する。

保全利用協
定の締結推
進

R6
１月末現在で６地域認定済、内協定区域が海域な
のは３地域（宜野湾市謝名瀬、宮古島市保良クバ
グンダイ、石垣市白保サンゴ礁）。

環境に配慮したエ
コツーリズムの推
進

沖縄県

R7
１月末現在で５地域認定済、内協定区域が海域な
のは３地域（宜野湾市謝名瀬、宮古島市保良クバ
グンダイ、石垣市白保サンゴ礁）。

同上 同上

新規追加の取組
（R5年度追加）

サンゴ礁保全
再生活動促
進事業

R6

・係留ブイの利用によるサンゴ礁保全効果の検証
・日焼け止めクリーム等化学物質によるサンゴへ
の影響の把握
・観光客・レジャー事業者等向け普及啓発方法の
検討

サンゴに配慮した
観光・レジャーの
推進によるサンゴ
礁の保全

沖縄県

R7

・係留ブイ等の利用によるサンゴ礁保全手法・体
制のとりまとめ
・日焼け止めクリーム等化学物質対策の検討
・観光客・レジャー事業者等向け普及啓発方法の
検討

同上 同上
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No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－３：地域の暮らしとサンゴ礁生態系のつながりの構築」に関連する取組

○基礎的な取組

4.1

a) 対策に係る情報共有の推進
多様な主体を横断的に結びつ
け、サンゴ礁保全を推進する取
組として、地域で行われている
サンゴ礁の保全活動や団体等
の連携促進を実施する。保全
活動を行っている主体への情
報提供、地域で行われている
保全活動への支援を行う。

沖縄県サンゴ
礁保全推進協
議会の活動

R6

・サンゴの保全・再生の活動への助成事業の
実施
・ホームページやMLを活用した情報提供や情
報発信
・サンゴ礁ウィークの実施（R7.3.1-R7.3.16）

サンゴ礁保全の推進

沖縄県サ
ンゴ礁保
全推進協
議会・沖縄
県(自然保
護課）

R7
・ホームページやMLを活用した情報提供や情
報発信
・サンゴ礁ウィークの実施（R8.2.28-R8.3.15）

同上 同上

4.2

a) 対策に係る情報共有の推進
オニヒトデ対策についての、漁
業、観光業等の地元関係者や
関係機関との情報共有、サン
ゴ移植に関する正しい知識の
普及啓発を行う。

オニヒトデ対
策についての、
漁業、観光業
等の地元関係
者や関係機関
との情報共有

R6
オニヒトデ対策について関係機関と情報共有
を行う他、ダイビング業者へ稚ヒトデモニタリン
グの普及等を行っている。

オニヒトデ対策の普及
沖縄県(自
然保護課）

R7 同上 同上 同上

サンゴ移植に
関する正しい
知識の普及啓
発についての
取組

R6

・県（自然保護課）のホームページやイベント
などによるサンゴの移植や保全などに関する
普及啓発の実施。日頃の個別の問い合わせ
対応。

サンゴ礁保全の推進
沖縄県(自
然保護課）

R7 同上 同上 同上

○つながりの構築に向けた取組

4.6

a) サンゴ礁保全再生活動の推
進
地域が主体となり、行政、漁協、
農林関係、観光協会等幅広い
関係者が参画し、サンゴ種苗
の生産、植付け、環境保全活
動、環境教育等を一体的に行
うサンゴ礁保全再生活動を推
進する。

サンゴ礁保全
再生地域協議
会の設立、運
営の支援

R6

地域が主体となり、サンゴ種苗生産・植付、環
境保全活動、環境教育等を一体的に行うサン
ゴ礁保全再生地域協議会の設立、運営等の
支援を行う。

伊良部島・下地島（宮古
島市）で地域協議会を設
立した。平安座島（うるま
市）地域協議会と合わせ
て運営の支援を実施中。

沖縄県

R7 同上

与那原町で地域協議会
を設立した。伊良部島・
下地島、平安座島地域
協議会と合わせて運営
の支援を実施中。

同上
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No. 行動計画記載の取組 活動 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－３：地域の暮らしとサンゴ礁生態系のつながりの構築」に関連する取組

○つながりの構築に向けた取組

4.7

b) 生態系サービスの持続的利活
用
琉球諸島沿岸海岸保全基本計画：
・琉球諸島沿岸では、古くから浜下
り等の信仰的な行事やサンゴ礁内
でのイザリ等の日常的な利用が行
われてきましたが、直立堤等により
海岸へのアクセス性が低下し、利
用が困難になった海岸が存在する
ことから、今後の海岸保全施設整
備においては、利用者に配慮した
海岸保全施設整備を推進する。

地域住民が
利用しやすい
緩傾斜式護
岸の整備（農
地農村整備
課）

R6

これまでの直立護岸では、海浜の利用が難しかっ
たが緩傾斜式の護岸を採用し整備することで、地
域住民が安全に海浜を利用できるようになった。
海浜と親しむ事により、環境保全の意識が高まり
海岸清掃活動や環境教育の場所として利用され
ることが期待される。

海岸清掃を実施し
た際、海岸を利用
する住民の参加が
多くあった。

沖縄県

R7 同上 同上 同上

地域の自然
条件や利用
形態に応じた
海岸保全施
設整備（海岸
防災課）

R6

防護を主目的として設置された直立護岸では、海
浜の利用が難しかったが地域の自然条件や利用
形態に応じ安全にアクセスできる海岸保全施設整
備推進に取り組む。地域住民が安全に海浜を利
用し、親しむ事により、環境保全の意識が高まり、
海岸清掃活動や環境教育の場所として利用され
ることが期待される。

海岸清掃を実施し
た際、海岸を利用
する住民の参加が
多くあった。

沖縄県

R7 同上 同上 同上

新規追加の取組
（R6年度追加）

出前講座の
実施

R6
沖縄県地域環境センターで「干潟での自然観察
会」や「さんごの魅力と環境の変化」などの出前講
座を実施。

出前講座や観察
会等を実施

沖縄県（環
境部環境
再生課）

R7
沖縄県地域環境センターで「干潟での自然観察
会」などの出前講座を実施。

同上 同上

その他 （※重点課題に該当しないがサンゴ礁生態系保全に対応する取組を予定している場合又は行った場合)

新規追加の取組
（R6年度追加）

海洋ごみ回
収

R6
海岸管理者による海洋ごみ回収及び市町村実施
の海洋ごみ回収への補助金の交付。

海洋ごみの回
収・処理を行うこ
とで、海洋環境
の保全に寄与し
た。

沖縄県（環
境整備課）

R7 同上 同上 同上
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⚫ 情報共有や普及啓発を中心に、行動計画記載の取組5件（重点課題１：2件、重点課題2-1：1件、重点
課題2-2：1件、重点課題2-3：1件）の報告があった。

No. 行動計画記載の取組 活動内容 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題１：サンゴ群集に関する科学的知見の充実と継続的モニタリング・管理の強化」に関連する取組

○サンゴ群集及びその保全・再生に関する科学的知見の充実

1.1

サンゴ群集の修復技術、
海洋プラスチックや化学
物質によるサンゴ礁生態
系に対するリスクに関す
る科学的研究を含め、サ
ンゴ礁生態系に関する先
端的かつ学際的な視点で
の研究開発を推進し、統
合的な保全に貢献する。

MLやサンゴ礁学
会大会時に研究
発表等を通じて
情報交換を行う。

R6

MLやサンゴ礁学会27回大会時に研究発表等を通じて情
報交換を行った。同大会時に「「サンゴ礁保全とは何
か？」を考える － “熱い自然” と “熱い心の島” の先
に－」についての自由集会を開催し、広く今後の活動の
方向性について議論を行った。

日本サン
ゴ礁学会

R7

MLやサンゴ礁学会28回大会時に研究発表等を通じて情
報交換を行った。第27回大会時に「「サンゴ礁保全とは
何か？」を考える － “熱い自然” と “熱い心の島” の
先に－」についての自由集会を開催したが、議論の採録
記事を日本サンゴ礁学会誌（2025:27-1）に掲載した。

同上

○情報共有の推進

1.17

シンポジウム等の主催、
書籍や学会誌等の出版、
ホームページ運営による
サンゴ礁保全に関する普
及・啓発を推進する。

学会の大会や
ウェブサイトの運
営を通じて普及
啓発活動を行う。

R6

サンゴ礁学会27回大会時において公開シンポジウム「温
帯域サンゴ群集の保全の現状と課題」を開催した。また、
サンゴ礁生態系保全に関わる情報をウェブサイトで随時
公開している。

日本サン
ゴ礁学会

R7

・サンゴ礁学会28回大会時において公開シンポジウム
「サンゴの今、サンゴ礁の未来 - 大規模白化の影響」を、
自由集会『 変わりゆく自然：サンゴ礁という「場」の保全
をめぐって』と「Connectivity and Segregation created by 
the Kuroshio/ 黒潮が生み出す連結性と隔離性」を開催
した。また、サンゴ礁生態系保全に関わる情報をウェブ
サイトで随時公開している。
・学会の定期刊行物として、「ニュースレター」「日本サン
ゴ礁学会誌」「Galaxea JCRS」を発行し学術的な情報発
信の場を提供している。

同上
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No. 行動計画記載の取組 活動内容 年度 具体的活動 取組による効果 実施主体

「重点課題２－１：陸域から過剰に流入する赤土等の土砂及び栄養塩、化学物質等への対策の推進」に関連する取組

○基礎的な取組

2.1

a) 科学的知見の充実及び
人材育成
陸域負荷に関する科学的
知見の充実を行うとともに、
保全・教育普及奨励賞の授
与を通じて人材の育成を推
進する。

MLやサンゴ礁学
会大会時に研究
発表等を通じて
情報交換を行う。

R6
MLやサンゴ礁学会27回大会時に研究発表等を通じて情
報交換を行った。

日本サン
ゴ礁学会

R7
MLやサンゴ礁学会28回大会時に研究発表等を通じて情
報交換を行った。

同上

「重点課題２－２：サンゴ礁生態系における持続可能なツーリズムの推進」に関連する取組

○基礎的な取組

3.1

a) 科学的知見の充実及び
人材育成
持続可能なツーリズムに関
する科学的知見の充実を
行うとともに、保全・教育普
及奨励賞の授与を通じて人
材の育成を推進する。

MLやサンゴ礁学
会大会時に研究
発表等を通じて
情報交換を行う。

R6
MLやサンゴ礁学会27回大会時に研究発表等を通じて情
報交換を行った。

日本サン
ゴ礁学会

R7
MLやサンゴ礁学会28回大会時に研究発表等を通じて情
報交換を行った。

同上

「重点課題２－３地域の暮らしとサンゴ礁生態系のつながりの構築」における取組

○基礎的な取組

4.5

c) 科学的知見の充実及び
人材育成
地域の暮らしとサンゴ礁の
つながりに関する科学的知
見の充実を行うとともに、保
全・教育普及奨励賞の授与
を通じて人材の育成を推進
する。

MLやサンゴ礁学
会大会時に研究
発表等を通じて
情報交換を行う。

R6

MLやサンゴ礁学会27回大会時に児童生徒によるポス
ター発表を含めて研究発表等を通じて情報交換を行った。
「保全・教育普及奨励賞」を、三宅村／公益財団法人日
本野鳥の会及び⽟川学園サンゴ研究部に授賞した。

日本サン
ゴ礁学会

R7

MLやサンゴ礁学会28回大会時に児童生徒によるポス
ター発表を含めて研究発表等を通じて情報交換を行った。
「保全・教育普及奨励賞」を、活動名：三菱商事国際サン
ゴ礁保全プロジェクト活動実施団体：鈴木款・Casareto 
Beatriz Estela に授賞した。

同上
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